
TaKaKita 
マニアスプレッダ用テールランプアタッチ

A. 
本製品を安全に、また正しくお使いいただくために

必ず本取扱説明書をお読みください。

お読みになった後も大切に保管してください。

本取扱説明書はお手持ちのスマートフォンや

タブレットから右記QRコードを読み込んで

アクセスすることができます。
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{ま じ め

このたびは本製品をお買い上げいただ、き、ありがとうございました。

この組付要領書は、 マニアスプレッダ用テールランプアタッチの組付要領について記載して

おります。組付前には必ず、この組付要領書をお読みのうえ、正しく組付けてください。

また、ご使用前には作業機本体の取扱説明書を熟知するまでお読みのうえ、正しくお取扱いい

ただき最良の状態でご使用ください。

.お読みになったあとも、必ず製品に近接して保存してください。

・製品を貸与または譲渡される場合は、本体の f取扱説明書及び部品表』ととの 『組付要領

3及び部品表』を製品に添付してお渡しください。
・この組付要領書及び部品表を紛失または損傷された場合は、速やかにお買い上げの販売商

または当社にご注文ください。

.本部、 E掴 として製品自体の損傷防止に関する儲事項を記載しております。

.なお、品質 ・性能あるいは安全性の向上のため、使用部品の変更を行うことがあります。

その際には、お手元の製品と本書の内容が 4 致しない場合がございますので、あらかじめ

ご了承ください。

・ご不明なことやお気付のことがございましたら、お買い上げの販売府または当社にご相談

ください。

A警告サイン

A EP付きの下記マーク版社、特に重要な項目ですので よく読んで必ず

お守りください。

A危険

A警告

A注意

その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことになる

ものを示します。

その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性があ

るものを示します。

その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれのあるものを示

します。
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A安全に作業するために
公道走行するときは

農耕用トラクタに関わる道路運送車両法の運用が見直され、保安基準に緩和措置が設けられま

した。必要な対応をすることで、けん引タイフの作業機で公道を走行することができます。公道

走行をする際は、下記項目を確認したうえで必要な対応を行い、法令遵守して走行してください。

( 1 )必要な運転免許証について

トラクタの寸法が下表①~③の数値以内で④最高速度15km/h以下の場合は小型特殊免許で、

運行可能になりますが、下表①~④の数値をひとつでも上回る場合、大型特殊免許(農耕用

に限る、も含む)とけん引免許(農耕用に限る、も含む)が必要となります。ただし、車両

総重量750kgを超えない農耕作業用トレーラをけん引する場合、けん引免許(農耕用に限る、

も含む)は必要ありません。

①全幅1.7m ② 全高2.0m(安全キャブ、や安全フレームは2.8m)

③ 全長4.7m ④ 最高速度15km/h以下

下図を参考にご確認ください。
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最高速度， 5km/h以下

① 
，. 7m以下

4. 7m以下
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A安全に作業するために
( 2 )保安基準への適合性確認

自動車の種類と大きさにより、申請や検査登録が必要になります。

いずれの場合も農耕作業川トレーラ、農耕トラクタの使用者が保安基準適合性を確保する必

要があります。

けん引車の農耕トラクタの

種別

股耕作業用トレーラの碩別と手続き

小明特殊円動車

[小型特殊自動車!

①一般的な大きさのもの※ 1

-個別に地方運輸局長から基準緩和の認定を、道路管略者から特殊車両通行

許可を受ける必要はありません。

大型特殊自動車

{自動車検査証にけん引時の速

度制限の基準緩和を受けた旨

の記載があるもの)

②全幅が2.5mを超えるもの
・道路管理者(地方整備局、各都道府県、各市町村等)に対し、個別に特殊車両

通行許可を受ける必要があります。

③長さが12阻または全高3. 8 mを超えるもの
・個別に地方運輸局長から基準緩和の認定を、道路管理者から特殊車両通行

許可を受ける必要があります。

!大型特殊自動車l
①一般的な大きさのもの※2
・管轄の運輸支局等で検任在録が必要です。

大型特殊自動車

(上記以外のもの)
②長さが12mまたは高さが3.8mを超えるもの、その他オーバーハング等の

基準を超えるもの

・管轄の運輸支局等で検先登録が必要です。

- 個別に地方運輸局長からJ~t終緩和の認定を、道路管理者から特殊車両通行

許可を受ける必要があります。

※l 全幅 2. 5m、全長 12m、全高 3. 8 mを超えない大きさのもの

※2 農耕トラクタと農耕作業用トレーラの連結全長が 12mを超える場合、道路管理者(地点

整備局、地方自治体等)から、特殊車両通行許ロjを受ける必要があります。
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A安全に作業するために
( 3 )灯火器類 ・ステッカーの取付け

下記フローチャート①~③を全てそれぞれについてご確認いただき、必要に応じて公道走行

を行うための追加装備を取付けてください。

① トラクタの大きさ、最高速度による灯火器取付け位置

けん引をするトラクタは全長4.7m以下、全幅1.7 m以ド、

全高2. 0 m以下、かつ最高速度 15 krn/h以下か。

YES INO  

前面:A. 前部反射器

後薗:B.後部反射器

D.方向指示器

を取り付ける必要があります。

※車幅灯、尾灯、制動灯、および

後退灯は取り付け義務がないの

で備える必要はありません。

次頁の取付け例 1を参照してく

ださい。

前面:A.前部反射器

c.車幅灯
後面:B.後部反射器

E.コンビネーションランプ

F.後退灯

を取り付ける必要があります。

※トラクタと農耕作業mトレーラ
の連結全長が6m未満の場合は、

段耕作業用トレーラの後商β向指

示器は必要ありません。

次頁の取付け例2を参照してくだ

さい。

A.前部反射器18.後部反射器 D.方向指示器c.車幅灯

-， 
{与f-:i.I、よL;;:ν
E.コンビネーションランプ F.後退灯

nd
 



A安全に作業するために
.装備の取付け位置

・道路運送車両の保安基準により、各種灯火器類の取付け位置は定められています。

0前部反射器(リフレクター) 最外側から40cm以内、高さは地上25cm以上150cm以下

0後部反射器(リフレクター) 最外側から40cm以内、高さは地上25cm以上150cm以下

O車幅灯(ポジションランプ) 最外側から15cm以内、高さは地上25cm以上210cm以下

O方向指示器(ウインカー) 最外側から40cm以内、高さは地上35cm以上230cm以下

O尾灯(テールランプ) 最外側から40cm以内、高さは地上35cm以上210cm以下

O制動灯(ブレーキランプ) 最外側から40cm以内、高さは地上35cm以上210cm以下

O後退灯(パックランプ) 高さは可能な限り25cm以上120cm以下

-車幅灯は前方から確認(視認)できる位置に、

対称になるように取付けてください。

-コンビネーションランフ※は後方から確認(視認)できる位置に上記条件を満たし、

可能な限り左右対称になるように取付けてください。

-後退灯は後方から確認(視認)できる位置に上記条件を満たすように取付けてくださ

ヒ記条件を満たし、可能な限り左右

※コンビネーションランフ ・・・方向指示器、尾灯、制動灯が一体化したもの
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A安全に作業するために
② トラクタの運行速度

トラクタの運行速度が15 kmlhを超えて走行が可能か。

YES 

YES 
。
.

k
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以

一
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度

T
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qu

一

備えているか。

必要ありません。必要ありません。

制限標識

H.速度制限表示

トラクタ後面:1.速度制限表示

を取り付け、 1 5 kmlh以下で走行

する必要があります。

-以火災定傾斜角度が不明な場合は、運行速度 15 km/h以ドで走行してください。

<安定性に関して>

作業機を装着した際に、最大安定傾斜角度が30度以1:又は、 35度以上(車両総重

量が 1ド向車51の 1. 2倍以上又は、積載により重心高さがヒがるもの)であれば、通
常の速度で道路走行できます。

上記条件を満たない場合は、

-iiE行速度 15 km/h以下での道路走行
-道路左行をする際に、 Gを作業機後面に表ノ氏、

Hを作業機後面に表示、

Iをトラクタ後面 ・運転席に表示

を行う必要があります。 上
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A安全に作業するために
.装備の取付け位置

.G、H、Iは後方から確認できる位置に取付けてください。

• 1は運転席にも表示する必要があります。

(取付け例)
G.制限標識 H.速度制限表示 (作業機側)

直賃速度15km/h以下|

1.速度制限表示 (トラクタ側)

|けん引時運行速度15km/h以下|

③作業機装着時の全幅

けん引作業機の全幅が2.5m以下

lNO 

ありません。

前、後面:K.外側表示板

後面:G.制限標識

J.全幅表示

を取付ける必要があります。

G.制限標識 J.全幅表示 K.外側表示板

|全幅日日目1m

円。



A安全に作業するために
.装備の取付け位置

.G、Jは後方から見やすい位置に取付けてください。

.Kは前後、両端に赤白ラインが 「ハの字4 になるように取付けてください。

(取付け例)

2. 5mを超過

一7-



A安全に作業するために
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類一器一火一灯一

全長4.7 m 以下、
全幅 1.7 m 以下、
全高 2.Om 以下、
最高速度 15 km/h 
以下の場合

灯火器取付け位置

車幅灯 「
前部反射器|

尾灯

後部反射器
制動灯

方向指示器 ，

後退灯 ! 

上記の寸法
または最高速度

1 5 km/hを1つでも
上回る場合

全幅が2. 5 mを
超える場合

灯火器 ・ステッカ-

A前部反射器 B.後部反射器

(イ)

(ウ)

C.車幅灯 D.方向指示器 Eコンビネーションランプ

〈¥J 企
F.後退灯 G.制限標識 H.速度制限表示 l速度制限表示

主寧
(作業機側} {トラクタ側)

運行速度15km/h以下 けん引時運行速度15km/h以下

J.全幅表示 K.外側表示板

全幅田f8m 図
※全幅2. 5 mを趨過する場合は、 道路管埋者(序|道 :地方道路局、県道 :各都道府県、
市道:各市町村)から特殊車両通行許nIを得る必要があります。

no 



A安全に作業するために
.p. 5 r②トラクタの運行速度」を確認後、速度制限表示が必要な場合は取付けてくだ
さい

例:(ウ)に速度制限表示を追加

旦刃|全幅国m~~
運行速度15 km/h以下I Ii 

H23 

-灯火器類取付けの際には、トラクタの操作と連動して点灯することを確認後に公道走行

を行ってください。また、灯火器類 ・ステッカーが汚れたときは視認できるように掃除

をしてください。

(4)農耕作業用トレーラの構造要件(分離時の連結維持構造)に関して

農耕トラクタが農耕作業用トレーラをけん引した際に、不意に連結装置(ドローバ等)が分

離したときでも農耕トラクタと農耕作業用トレーラの連結を保つことができる構造でなけ

れば道路走行できません。セーフティチェーン等を備え、けん引時にはセーフティチェーン

等をねじ止め等でつないで道路を走行してください。

f 
q‘t ~占〆てー芦
セーフテイチェーン

詳細は日農工「公道走行ガイドブックJ(http://www.jfmma.or.jp/koudo. htmllをご覧ください。
その他不明な点は、お買い上げいただいた販売庖にご相談ください。
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マニアスプレッダ用テールランプアタッチの組付け
このたびはテールランプアタッチをお買い上

げいただき、ありがとうございます。組付け前

には、必ずこの組付要領書をお読みのうえ、正

しく組付けてください。

.開相されましたら、組付前に部品表の部

品が全て含まれているかご確認のうえ、

組付けを行ってください。

.図中のフロント側矢印は、作業機進行方向

を示しています。

4砂組付け手JI慎

[ 2 ]ホアンハーネスを⑤ランプベースに固定

してください。その際には、ランプベー

スのハーネス固定用の穴に⑤プッ、ンュマ

ウントタイ・⑦リピートタイを挿し込み、ハー

ネスを固定してください

ODH-TL-S 

⑦ 

[ 1 ]①ホアンハーネスのコネクタと②ランプベ 11 ~ 

ースに取付けられている③LEDリアラン 11 、⑤

プ、④ノ〈ツグランプ。のコネクタを接続してく

ださい。 IODH-TL-L

DH-TL-Sの例

-10-

δ/⑥ 

¥ 
⑤ 



マニアスプレッダ用テールランプアタッチの組付け
[ 3]作業機本体の空いている穴を使用し

て、ランプベースを組付けてくださ

し3。

QDH-TL-$ 
③サイドフレームヒダリ、⑨サイドフレームミギに

⑬ランプベースを⑪ボ〉レト10X25と⑫スプリン

ク手ナット10で;!t~定してください。この時、進

行方向左側にA:スペーサを入れて幅の調整
を行ってください。

償ビータに組むときは機体後ノぢ側のボルト

をド図のように組付けてください。

取付け後、マニアパンを下げてストッパーに

当たることを確認してください。

フロント側

‘' 

"，')げた己主

QDH-TLーし
③サイドフレームヒダリ、⑨サイドフレームミギに

⑬ランプ。ベースを⑪ボノレト12X25と⑫スプリン

グ.ナット12で同定してください。

-11 -

この時、進行β向左側にA:スペーサを入れ

て幅の調整を行ってください。

フロント側、、
い
川叩
/
ド

メ

[ 4]⑬ノ¥ーネスガ、イド、に⑬ホアンハーネスを

⑬フツ、ンュマウンタイで仮止めしてくださ

し当。

QDH-Tし-$

、、、

QDH-TLーし

⑮ 

~/ 
rミ、、



マニアスプレッダ用テールランプアタッチの組付け
[ 5 ]ハーネスガイドを組付けてください。組 IODH-Tしーし
付け後ハーネス長さを調整し、本止めし | ⑬ハーネスガイドを作業機フレームに押し

てください。 I 当て、⑬ハーネスガイドの長穴で位置調整を
行い⑬ボノレト8X20・⑬ヒラザガネ8・⑫スプ

リングナット8で固定してください。ODH-TL-S 
⑬ハーネスガ、イドをフックに押し当て、⑪ラ

ンプベースと⑬ノ¥ーネスガイドの長穴で位置

調整を行い⑬ボルト8X20・⑬ヒラザガネ8・

⑫スプリング、ナット8で、固定してください。

長穴で位置調整

1¥ーネス

//一一

|右後タイヤ 1-

フロント側

・今

~ 

⑮ 

aKLノ
、 ............................... 

~I(切ト、

フロント側

・今

⑪ 
作業機フレーム
に押し当てる
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マニアスプレッダ用テールランプアタッチの組付け
[ 6]作業機側面の配線はコードクリップ。を使用

して行います。アオリを固定している

ボルトを外して、⑫コードクリップを聞に

挟みボルトを再度固定してください。

コード、クリップ。を指で、折り曲げてハーネス

を固定してください。

コ

へハーネス

フロント側

‘ 
v 

よ¥ ¥ ⑫コード判ツプ
ハーネスンρ

指で折り曲げる

[ 7]図の位置に②シロマノレφ65ステッカーを

貼付けてください。

。0_0_0_0_0_0 0_0_0_0_0_0_0_0_0 0_0_0_0_0_0。。0:0::0:0:0:0:: :0:0:0:0:0::0::0::0: :0:0:0::0:0:0。。0'::0:0:::0'::0::0:0 0:::0::0:::0':0::0:::0:0:::0 0::0::0:0:::0:::0:::0。。:0:0:0:0:0::0:: :0:0:0::0:0:0:0:0: :0:0:0:0:0:0。。0:::0'::0:::0'::0::0'::0 0::0::0:::0::0::0:::0'::0'::0 0:::0'::0:0'::0:::0:0。。0:0::0:0:0:0: ::'0:0:0:0:0:0:0:0: :0:0:0:0:0:0。。0:"0:'0:'0:'0:'0:'0 0:"0:0:'0:'0':'0:0:0:0 0:0:0:0:0:0:0。。0:::0:::0:::0:::0:::0':: :::0:::0::0:0:0:0:::0:::0::: :::0:::0:::0:::0:::0:::0。
。0:0:0:0:0:0:0 O:O:O:O:O:O:O:O:_-O 0:0:0":0:0:0:0'。。，0':0:0:0:0:0: ':0:0:0:0:0:0:0:0: :.0:0:0:0':0:0:0' 。0-0-0-0-0-0 0-0-0-0-0-0-0-0-0 0-0-0-0-0-0。

[ 8]作業機本体のボ、ルト・ナットでコード、クリッ

プを固定して、シロマルステッカーが正

面から見えるようにハーネスを固定し

てください。アオリを開閉する際にハ

ーネスが引っ張られないように、たる

みを持たせてください。

o_o_o.o_o_o_o 0 
o~o~o=o=o=o=o= =c 
o=o=o=o=o=o=o~o 0 
o~o=o=o=o=o=o= =c 
o=o=o=o=o=o~o=o 。
0=0=0=0=0=0=0= =C 
o=o=o=o=o~o~o~c 0 
o=o~o=o=o=o=o= =c 
0=0=0=0=0=0=0=0 0 
o~o=o=o=o=o=o= =c o-o-o-o~o~o~o 0 

⑧
 

、
街
げ

H
U

⑪

げ

配線時にたるみを

持たせる
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マニアスプレッダ用テールランプアタッチの組付け

[ 9 ]⑫ホアンハ)ネスのコネクタと⑫、ンヤハ

パトウステーヒダリ、③、ンヤノ¥ノ〈トウステーミ

ギに組付いている⑧ポジションランフ。のコ

ネクタを接続してください。⑫リピート

タイを使用してシヤノ¥パトウステーに⑫ホ

アンハーネスを固定してください。

コネクタを接続

¥③  

σ 
/ 
⑫ 

⑮ 

DH-TL-Sの例

ハーネスの長さが余る場合は、ハーネス

を束ねて③、ンヤノ¥ノくトウステーミギに配線

してください。

-14-

[1 0]⑧、ンャハパトウステーヒダリ・⑫シヤノ¥ノ〈トウ

ステーミギを作業機本体の⑨フロントガー

ドに組付けます。@ヒラザ、ガネ10を⑩フロ

ントガードの穴にいれて③スペーサを当
てて③ボ、ノレト10X20・⑧スプリング、ナット

10で固定してください。

h-

，
 

、、、
Q
m
v

⑧
人
¥
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、⑩

⑧

¥

¥v，/

¥
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¥
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¥

¥
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け
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い
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¥
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¥
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¥

¥
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¥
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¥

千
品
以
以
ふ
ゐ
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大

¥

¥
一

aw

¥
¥
郎
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J
¥
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⑨

¥
儀
礼
¥
¥
一
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i
-
-
-ーに、

ム
J
¥
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[1 1]部品組付け後、配線が擦れたり挟まれた

りしていないか、旋回した際に配線が引

っ張られていないか、十分に確認してく

ださい。

A警告
コードに傷がつくと正常な点灯が行われ

ず、思わぬ事故をおこす恐れがあります。



マニアスプレッダ用テールランプアタッチの組付け

[1 2]ハーネスの8Pコネクタをトラクタの灯火

装置用コネクタに接続し、ランプが正常

に点灯することを確認してください。

園圏
コネクタの形状が異なる場合は、付属の

簡易変換ハーネスを使用してください。

[1 3]速度制限表示(トラクタ用)をトラクタ
の運転席から良く見える場所に貼付け

てください

(i制時運行速度15km/h旺)
速度制限表示(トラクタ用)

-セーフティチェーンの組付け手順

本アタッチのセーフティチェーン(以下、チ

ェーン)はさまざまなトラクタに対応する

ため、長めのチェーンが付属しています。

トラクタ側のチェーン取付け位置にもより

ますが、直進時はチェーンが張られ、旋回

時にはチェーンが垂れる傾向にあります。

チェーン取付けの際には長さに十分注意

し、余分なチェーンは切断するなど走行の

妨げにならないようにしてください。

-15 -

[ 1 ]トラクタ側と作業機側の両方で、ボルトナ
ット、ンャックノレ12を使用し、チェーンを組

付けてください。

( 1 )トラクタのけん引ドローパ周辺に

チェーンを組付けた場合

例 1

例2



マニアスプレッダ用テールランプアタッチの組付け
(2 )トラクタのロワーリンクにチェーンを

組付ける場合は、下記A寸法の大き
さで、ボノレトナットシャツクルを使い分

けてください。

A寸法

。ロワーリンクのA寸法65mm以下の場合

ボルトナットシャツクノレ12を使用してくださ
い。

0ロワーリンクのA寸法65-95mmの場合

ボノレトナット、ンャックノレ16と12を使用してく

ださい。

-16 -

[ 2 1チェーンステーは平らな面と作業機を溶
接してください。(全周溶接)

全周溶接

作業機へのチェーンステー溶接例

(Vヒッチ)

作業機へのチェーンステー溶接例

(ケンインカン)



マニアスプレッダ用テールランプアタッチの組付け
[ 3 ]作業機側のチェーンの組付けにはボルト

ナットシャツクノレ12を使用してください。

圏圏
ボ、ノレトナット、ンャックルの抜け止めはワリピ

ンを使用せず、ヌケドメスナップ。ピンを使用

して抜け止めを行ってください。

ヌケドメスナップピン

ヌケド、メスナップ。ピンは反時計四りに回しな

がら抜くと抜けます。
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配線図
DHーTL-S、DH-Tしーし

正面から見る

傘附「
h

，、ッヲランプ

遺子NO'"'"T'官官}鰍蝿

2 実色 遣遺釘

3 8! 7ース

( 1 ) (璽)

也λ ¥ー/よみ

(4) / ¥ (璽)

⑦②  

トラクタの灯火装置用ソケットがDIN規格の場合は、付属の変換ハーネスをご使用ください。

ま喜子No 総色 1量級機器
Jt色 左ウインカー

2 茶色 後退灯

3 白色 アース

4 緑色 右ウイン力一

5 鳳色 尾灯・.舗灯

6 赤色 制動灯

t章子N。線色 後続tli5
黄色 左ウインカー

2 茶色 後退灯

3 白色 アース

4 緑色 右ウインカー

5 黒色 尾灯・車偏灯

6 赤色 制動灯

口 1

変換ハーネス 正面から見る
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